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議会ってなに？

だれもが住み続けたいと思うまちにしていくためには、町民全員で話し合うことが一
番ですが、実際に町民全員で集まって話し合うことは出来ません。
そこで、選挙によって自分たちを代表する人を選び、その代表者で議会を運営します。
町民の代弁者、それが町議会です。

議会はいつ開催されるの？

基山町では年に４回の「定例会」を開催します。（３・６・９・１２月）
また、急ぎ決めなければならないことがあった時は「臨時会」を開催します。

どんなことをやっているの？

まちづくりのための大切な「予算・条例」を決めたり、改めたりします。
他にも税金が正しく使われているか調べたり、町民の暮らしをよくするために意見
を提案します。

町議会議員には何歳から立候補できるの？

町議会議員には、基山町内に住んでいる25歳以上の人が立候補できます。
基山町議会の定数は13人。18歳以上の基山町の有権者から選挙によって選ばれま
す。＊なお、現在の議員の任期は令和５年４月27日∼令和９年４月26日です。

ほかにどの様な活動をしているの？

各常任委員会や特別委員会、視察及び所管事務調査等を行っています。
また、町民の皆さんの意見を収集し行政に反映させることも重要な仕事です。
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議会の仕組みと流れ

疑
問

身近な問題をどんなふうに話しあっているの？
具体的に、６月定例会に提案され「賛否が分かれた」事業計画の１つを例にしてみます。

総合体育館に新たな熱中症対策を！
高齢者は温度に対する感覚が鈍くなります。
特性に配慮した熱中症対策を！

総合体育館アリーナ熱中症予防冷房使用事業
事業費／74万１千円
期 間／令和６年７月１日∼９月30日まで
方 法／火曜日∼金曜日の日中（週替わり）

町がアリーナの冷房料金を負担します。

提案された議案について、議員が質問を行います。

３
月
議
会

６
月
議
会

一般質問

議案提案

議案審議

委員長報告

採 決

討 論

運営方法に疑問が
あります。利用者
に公平性を。

委員会 議案の中身を本会議よ
り細かく審査します。

議員の賛成多数でこの事業は可決されました。

各議員が議案に対する意見を表明し、理由を説明します。

委員会での話し合いの結果を委員長が報告します。

賛成です。地元の意見を吸い上げ、議員か
ら一般質問を行ったことに対し町が対策事
業を提案しているからです。

反対です。総合体育館の冷房助成は、週１日では利用者
に不公平です。熱中症対策なら、スポットクーラーを更
衣室に！

総務文教常任委員会

中牟田議員

松田町長

中村議員

大久保議員

水田議員

他の利用方法も、
もっと議論すべき
では。

佐々木議員

厚生産業常任委員会
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ＬＩＮＥを活用した町民サービスの導入

デマンド交通及び通学バス活用の実証運行

６月定例会 一般会計補正予算

1億2,462万円追加
令和６年度予算総額 89億6,425万円

役場に来なくても、ＬＩＮＥでオンライン申請受付が

行える環境をつくるための導入費用です。

国内で最も利用率が高いＬＩＮＥを活用し、行政相談

や行政手続き等、スマートフォンで完結できるサービス

を順次拡大していきます。

なお、従来の窓口申請も継続されます。

427万円

基山町は過去２回の実証実験を行いました。今回、デマンド交通本格導入に向け

て次の実証実験を行います。

１．デマンドタクシー運行

事業内容 基山タクシーと連携し予約制・乗合タクシーの運行をします。

運 賃 300円/回・人（予定）

運行区域 町内全域

実施期間 令和６年９月から11月の平日

２．通学バスを活用した定時定路線バス

事業内容 東明館学園と連携し、学園の通学バス

を通学時間外で「定時定路線バス」と

して活用します。

運 賃 無料（予定）

運行経路 JR基山駅⇔基山町役場

実施期間 令和６年９月から11月の学校開校日

1,705万円
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公民館の冷房費を助成

新型コロナワクチン接種はどう変わる？

2,662万円

93万円

熱中症予防のため、７月１日から９月30日までの期

間内で公民館の冷房使用料を助成します。区や区民が

主催する行事・会議も助成対象とします。

助成額は１時間あたり100円で、１日６時間を上限

とします。

Ｑ 来年度以降も実施するの？

Ａ 各区の利用実績や意見を伺い、修正や見直し

を行いながら継続していきたいです。

R6.3.31まで

対 象 生後６か月以上

費 用 無料

時 期 通年

場 所 集団／医療機関

R6.4.1から

65歳以上の方

60歳から64歳で基礎疾患のある方

自己負担（2,000円）

※低所得者は無料

秋冬頃

医療機関

新型コロナワクチン予防接種は、令和６年度より

公費による無料接種から定期接種へと変わります。

それに伴い、定期予防接種を町内医療機関へ委託

するための費用です。
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中学校体育館の劣化状況の調査

工

藤

絵
美
子

水

田

志

保

中
牟
田

文
明

佐
々
木

敎

雄

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大
久
保

由
美
子

末

次

明

桒

野

久

明

大

山

勝

代

松

石

信

男

会

議

の

結

果

× × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 承認

令和６年度
補正予算

一般会計

特別会計
国民健康保険

下水道事業

規約変更 後期高齢者医療広域連合規約

条例改正 家庭的保育事業等（他１件）

承 認

専決処分 税条例一部改正

専決処分 令和５年度一般会計補正予算

専決処分 国民健康保険条例一部改正

私の判断
（○ 賛成 × 反対）
※議長は採決に加わりません

意見書の結果

少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 採択（全員賛成）

政治資金パーティー裏金問題の再発防止等を求める意見書 採択（全員賛成）

Ｑ どんな調査をするの？

Ａ 基山中学校は建築から54年が経過し、建物の劣化が進んでいます。現状を把握

するため足場などを使用して体育館の壁面調査や屋根などの高所調査を行い

ます。調査項目として、構造上の耐力度の評価や、経年劣化、鉄筋腐食度など

を調査します。

Ｑ いつまでに整備方針を決めるの？

Ａ 令和６年度末には整備方針を決めたいと思います。

598万円

昭和45年建設の体育館
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佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更

今後、マイナンバーカードを保険証として利用することになります。
マイナンバーカードを持っていない方や保険証としての利用登録をしていない方には

「資格確認書」が発行されます。これに伴い、佐賀県後期高齢者医療広域連合規約が変更
されました。
・令和６年度に送付する保険証は、有効期限である令和７年
７月31日まで使えます。

・令和６年12月２日以降、現行の保険証は新規発行されません。

従来の保険証とマイナ保険証を並行して運用していくべきです。 （大山）

反 対

令和６年度一般会計補正予算について

討 論

原案に対して修正動議が出されました。

総合体育館アリーナ熱中症予防冷房使用事業の運営方法に疑問が残りま
す。再度議論を深めるべきと考え、当該事業の予算を削除する修正動議
を提出します。 （中村）

修正案に

反 対

修正案は賛成少数により否決され、原案のとおり可決されました。

仮に一部の事業内容と予算に問題点があったとしても、予算全体を否決
すれば他の補正予算に絡むすべての事業がストップしてしまいます。そ
れはあってはならないことです。 （松石健）

修正案に

賛 成

原 案 に

賛 成

原 案 に

反 対

Web予約の実証（460万円）は基山町の人口規模からし
て必要ないと考えます。本格導入の際には要検討を。

（佐々木）

町はゼロカーボンシティ宣言をしていますが、大型バスでの運行実証は
CO2排出と燃費を考慮すると逆行しているのではないですか。大型バスの
活用は乗車人数が見込めない中、現実的ではないと思います。 （工藤）

デマンド実証運行について

反対です。町政運営方針の第一の柱は、スポーツ・音楽・
文化活動等の積極的な支援です。体育館の熱中症対策を
望む町民の声を議員が一般質問で提案し、行政が今夏に間
に合うよう計上しているからです。 （大久保）

賛成です。公平な熱中症予防対策になっていません。
新たな気づきのもとに臨時議会を開いていただくこと
はできないでしょうか。 （水田）
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一般質問12人のここが聞きたい！

12人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

一般質問

休日議会傍聴者 98人（アンケート回収数 87件）

70歳以上 女性

たくさんの傍聴者がおられ、休日の忙しい時に議会に関心

がある人が増えたのかと思いました。身近な生活にかかわる

質問だったので傍聴して良かったと思いました。多くの町民

の方が町の事にまず関心を持つことから始まると思います。

問
１

あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

70歳以上 男性

各議員の質問事項の内容は書

面だけでは実質の質疑（つっ込ん

だ論議）は傍聴でしか判らない点

が多々有ることを実感した。

問
２

あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問
３

あ
な
た
の
職
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

男
56人

女
30人

無回答　1人

60代
18人

50代
10人

70代以上
53人

無回答 1人 40代 3人
30代 1人
20代 1人

無職
54人会社員

11人

自営業 6人

公務員
1人

パート、アルバイト 5人

その他
8人

無回答　2人
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一般質問 12人のここが聞きたい！

ふ
る
さ
と
名
物
市
場
に
つ
い
て

Ｑ

現
状
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性

は
。

Ａ

生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
出
荷

数
、
出
荷
頻
度
減
少
、
及
び
販
売
体
制

の
未
構
築
の
要
因
で
売
上
拡
大
が
図
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
新
規
生
産
者
の
確

保
や
季
節
や
需
要
に
応
じ
た
生
産
体
制

の
構
築
を
行
い
、
売
上
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

Ｑ

昨
夏
問
題
の
あ
る
事
案
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
か
。

Ａ

解
決
ま
で
二
ヶ
月
余
り
か
か
り
、

今
後
問
題
発
生
の
場
合
迅
速
に
報
告
す

る
よ
う
厳
重
注
意
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ

そ
の
後
庁
舎
内
で
問
題
認
識
、
対

応
策
等
共
有
化
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ

庁
舎
内
で
も
問
題
が
起
き
な
い
よ

う
、
速
や
か
な
報
告
を
十
分
注
意
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
設

置
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ

現
状
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

※
納
得
の
い
く
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

提
案

問
題
意
識
向
上
、
事
案
発
生
の

抑
止
、
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
設
置
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
条
例
の
制
定
を
提
案
し
ま
す
。

Ｑ

危
機
管
理
意
識
向
上
の
対
策
は

Ａ

毎
年
の
職
員
研
修
メ
ニ
ュ
ー
に
盛
り
込
む

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

Ｑ

学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
は
。

Ａ

火
災
や
地
震
・
不
審
者
対
応
に
対

す
る
避
難
訓
練
、
交
通
安
全
教
育
を
各

学
校
で
実
施
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
対
す
る

安
全
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

多
く
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
不
具
合

を
確
認
し
た
が
、
町
と
し
て
把
握
で
き

て
い
ま
す
か
。

Ａ

町
民
や
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供

や
職
員
の
目
視
で
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
指
摘
箇
所
含
め
対
応
を
行

い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ

基
山
町
に
お
け
る
防
犯
対
策
は
。

Ａ

警
察
と
の
連
携
や
町
民
へ
の
注
意

喚
起
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
街
灯
の
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。

Ａ

令
和
６
年
５
月
末
時
点
で
１
２
３

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
済
で
す
。

Ｑ

防
犯
街
灯
の
設
置
計
画
は
。

Ａ

各
区
か
ら
の
要
望
や
防
犯
上
必
要

な
場
所
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
蛍
光
灯

の
防
犯
街
灯
が
故
障
し
た
場
合
は
随
時

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

防
犯
街
灯
の
積
極
的
な
設
置
を

Ａ

必
要
箇
所
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
を
設
置
す
る

防犯カメラによる見守り

曇って見えにくいカーブミラー

働きやすい環境を
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一般質問12人のここが聞きたい！

Ｑ

築
54
年
の
中
学
校
体
育
館
は
今
後

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

今
回
、
体
育
館
の
耐
力
度
調
査
の

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
具
体
的
に
計
画
を
進
め
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
更
新
計
画
の
方
針
は
。

Ａ

利
用
者
や
保
護
者
に
と
っ
て
も
関

心
の
高
い
建
物
で
す
。
広
く
住
民
の
意

見
を
聞
い
て
か
ら
計
画
を
進
め
ま
す
。

Ｑ

外
壁
や
設
備
の
改
修
な
ど
、
近
い

う
ち
に
対
応
が
必
要
な
主
な
施
設
は
。

Ａ

園
部
団
地
、
基
山
中
学
校
体
育
館
、

町
民
会
館
、
若
基
小
学
校
、
庁
舎
の
建

替
や
改
修
な
ど
で
す
。

家
庭
の
﹁
可
燃
ご
み
﹂
減
量
の
取
組
は

Ｑ

今
後
の
課
題
は
。

Ａ

燃
え
る
ご
み
の
中
の
﹁
資
源
化
で

き
る
雑
紙
類
﹂
や
﹁
水
分
を
多
く
含
む

生
ご
み
﹂
を
減
量
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

紙
お
む
つ
の
処
理
方
法
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
行
き
ま
す
か
。

Ａ

新
し
い
処
理
方
法
で
処
理
す
る
場

合
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
の
で
今
後
の

技
術
革
新
を
見
守
り
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
公
共
施
設
整
備
計
画
は
？

Ａ

基
山
中
体
育
館
は
今
年
度
か
ら
開
始

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

若
基
小
は
、
８
学
級
で
す
。

Ｑ

支
援
員
の
人
員
確
保
と
労
務
負
担

な
ど
に
対
す
る
配
慮
は
。

Ａ

勤
務
日
数
、
勤
務
時
間
は
問
題
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
基
山
小
に
２

人
、
若
基
小
に
１
人
不
足
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
労
務
に
よ
る
心
身
の
負
担
等
に

も
配
慮
し
、
校
内
の
環
境
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

東
部
で
定
住
促
進
等
の
連
携
強
化

Ｑ

佐
賀
東
部
町
長
会
と
は
。

Ａ

令
和
５
年
、
吉
野
ヶ
里
の
申
し
入

れ
に
よ
り
、
基
山
、
み
や
き
、
上
峰
の

三
養
基
郡
町
村
会
を
再
編
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
４
町
で
連
携
し
新
た
な

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

佐
賀
東
部
町
長
会
で
令
和
10
年
度

ま
で
に
人
口
を
約
８
０
０
人
増
や
し
、

﹁
総
人
口
７
万
人
、
３
万
世
帯
﹂
を
目
指

す
共
同
宣
言
を
本
年
４
月
に
行
な
い
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
数
値
目
標
は
。

Ａ

町
単
独
で
は
掲
げ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
改
め
て
共
同
宣
言
を
行
い
、
目
標

に
向
け
て
、
移
住
定
住
、
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
等
で
連
携
を
図
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
待
遇
改
善

強
化
を

Ｑ

特
別
支
援
学
級
の
設
置
数
は
。

Ａ

今
年
度
、
基
山
小
は
、
14
学
級
。

Ｑ

佐
賀
東
部
町
長
会
と
は

Ａ

吉
野
ヶ
里
町
の
申
し
入
れ
に
よ
り
結
成

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

早く新しい体育館が欲しい!!

教室拡充のため増築された教室（基山小学校）
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Ｑ

災
害
発
生
時
、
初
期
状

況
の
把
握
は
。

Ａ

二
次
被
害
が
起
き
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
の
担

当
部
署
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
住
民
か
ら
の
通
報
な
ど

に
よ
り
被
災
箇
所
を
把
握
し

対
処
し
ま
す
。

Ｑ

人
的
な
二
次
被
害
を
受
け
に
く

く
、
素
早
い
情
報
収
集
が
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は
。

Ａ

既
に
計
画
し
て
お
り
、
準
備
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

地
震
災
害
で
倒
壊
し
た
家
屋
が
道

路
の
通
行
を
妨
げ
て
い
る
場
合
、
そ
の

撤
去
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
。

Ａ

法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

基
山
建
設
業
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
災

害
時
の
協
定
に
基
づ
き
通
行
復
旧
に
努

め
ま
す
。

Ｑ

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
盛
り
上
が

り
は
。

Ａ

徐
々
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
期
間
で
、
町
内
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ

児
童
生
徒
の
観
戦
体
験
は
。

Ａ

両
小
学
校
の
５
・
６
年
生
、
基
山

中
学
校
の
三
年
生
全
員
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

Ｑ

地
震
で
通
行
不
能
と
な
っ
た
道
路
は

Ａ

一
日
も
早
い
道
路
復
旧
に
努
め
ま
す

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

Ｑ

基
山
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
と
目
標

は
。

Ａ

溶
融
資
源
物
を
含
む
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
25
％
前
後
で
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
目
標
値
は
27
％
で
、
努
力
す
れ
ば

達
成
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
へ
の
町
の
負

担
金
は
大
き
い
。
ご
み
の
減
量
化
の
た

め
の
方
策
は
何
が
最
善
で
す
か
。

Ａ

昨
年
度
、
可
燃
ご
み
に
占
め
る
組

成
調
査
で
は
布
・
紙
類
が
49
％
、
生
ご

み
が
27
％
で
多
か
っ
た
。
菓
子
箱
な
ど

可
燃
ご
み
に
出
し
て
い
る
紙
類
を
資
源

ご
み
に
出
せ
ば
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
食
べ

残
し
を
減
ら
し
た
り
、
生
ご
み
の
水
切

り
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た

生
ご
み
処
理
機
や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
使
用
を
推
進
し
て
可
燃
ご
み
の
減
量

を
図
り
た
い
で
す
。

Ｑ

そ
の
た
め
の
町
民
へ
の
啓
発
は
。

Ａ

出
前
講
座
な
ど
で
周
知
を
図
り
ま

す
。
ま
た
他
自
治
体
の
雑
紙
回
収
袋
の

取
組
も
参
考
に
し
て
基
山
町
の
回
収
率

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

ご
み
減
量
化
の
た
め
に
何
が
最
善
か

Ａ

雑
が
み
を
資
源
ご
み
に
出
す
こ
と

カウントダウンはあと何日!?

可燃ごみの集積所
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Ａ

持
た
な
い
人
に
は
申
請
に
よ
ら

ず
、﹁
資
格
確
認
書
﹂
を
交
付
し
、
病
院

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
資
格
情
報
を
確

認
す
る
の
で
﹁
マ
イ
ナ
保
険
証
﹂
が
利

用
で
き
な
い
場
合
も
受
診
で
き
ま
す
。

Ｑ

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
熱
中
症
の
救
急
搬
送
者
の
半

数
は
高
齢
者
で
、
発
生
場
所
は
自
宅
が

多
い
。
ま
た
、
電
気
代
節
約
で
エ
ア
コ

ン
を
入
れ
な
い
高
齢
者
世
帯
も
あ
り
ま

す
。
命
を
守
る
た
め
の
対
策
の
強
化
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

総
合
体
育
館
や
、
区
の
公
民
館
の

冷
房
費
を
７
月
か
ら
９
月
ま
で
助
成
し

て
、︵
涼
み
処
の
開
設
を
図
り
︶
熱
中
症

予
防
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン

洗
浄
費
用
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

現
行
の
保
険
証
を
残
す
べ
き
だ

Ｑ

今
年
の
12
月
２
日
か
ら
現
行
の
保

険
証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
﹁
マ
イ
ナ
保
険

証
﹂
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
は
任
意
で
あ
り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
﹁
マ
イ
ナ
保
険

証
﹂
を
持
た
な
い
人
の
受
診
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

Ｑ

｢涼
み
処
﹂
の
開
設
で
熱
中
症
予
防
を

Ａ

区
公
民
館
や
公
共
施
設
で
実
施
す
る

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

す
。
こ
の
計
画
が
計
画
通
り
に
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
権
利

を
重
要
視
で
き
て
い
る
と
い
う
考
え
方

も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

提
案

肌
感
覚
で
は
な
く
、
適
切
に
評

価
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
の
人
権
に
関
し
て
は
非
常
に
大
事

な
項
目
で
す
の
で
、
評
価
結
果
を
基
山

町
こ
ど
も
計
画
に
反
映
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ

子
ど
も
が
権
利
の
主
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学

べ
る
場
や
、
研

修
会
等
を
実
施

す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

現
在
の
と

こ
ろ
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、

検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま

す
。

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に
国
全

体
で
動
き
出
し
た
今
、
改
め
て
子
ど
も

の
権
利
と
は
何
か
、
子
ど
も
目
線
で
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

第
２
期
基
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
中
で
、
子
ど
も
の
人

権
に
対
す
る
取
り
組
み
で
の
成
果
は
あ

り
ま
す
か
。

Ａ

施
策
の
内
容
の
中
に
具
体
的
な
言

葉
が
出
て
こ
な
い
た
め
不
透
明
で
す

が
、
基
本
方
針
の
１
つ
目
に
子
ど
も
の

人
権
が
重
要
で
あ
る
と
掲
げ
て
い
ま

Ｑ

こ
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
し
ま
す
か

Ａ

条
例
制
定
に
向
け
て
の
動
き
は
な
い

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

みんな幸せに生きる権利がある

熱中症に欠かせないエアコン
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Ｑ

カ
ス
ハ
ラ
か
ら
役
場
職
員
を
守
れ

Ａ

こ
れ
か
ら
整
備
し
て
い
く

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員

Ａ

町
と
し
て
は
国
、
県
、
農
業
者
及

び
農
業
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、

町
内
の
状
況
や
地
域
性
に
応
じ
た
農
業

の
振
興
・
維
持
に
関
す
る
施
策
を
検
討

し
、
実
施
し
て
行
き
ま
す
。
町
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
、
先
導
及
び

調
整
が
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ

役
場
職
員
に
対
す
る
迷
惑
行
為
、

法
外
な
要
求
な
ど
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
し
、
毅
然
と
し
た
対
応
が

と
れ
る
よ
う
職
員
教
育
、
町
独
自
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ

来
ら
れ
た
時
よ
り
帰
る
時
に
明
る

い
気
持
ち
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
で
す
。

正
当
な
ク
レ
ー
ム
か
カ
ス
ハ
ラ
な
の
か

を
判
断
し
、
対
応
に
つ
い
て
は
厚
労
省

の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
山
の
農
業
は
危
機
に
あ
る

Ｑ

町
内
農
業
に
対
す
る
基
山
町
の
役

割
は
何
で
す
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
基
山

で
田
植
え
風
景
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
大
型
化
・
組
織
化
で
は
な
く
基
山

独
自
の
施
策
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。
過

度
な
開
発
を
止
め
て
農
業
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
今
、
農
地
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
未
来
に
判
断
を
委
ね
ま
し
ょ
う
。

Ａ

今
後
は
、
人
口
減
少
や
資
産
の
老

朽
化
に
加
え
、
物
価
高
騰
な
ど
の
要
因

で
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
宅
地
開
発
に
よ
る
接

続
件
数
の
増
加
に
加
え
、
企
業
へ
の
接

続
促
進
や
老
朽
化
し
た
暫
定
処
理
施
設

の
統
廃
合
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

流
域
下
水
道
計
画
が
﹁
宝
満
川
上

流
流
域
﹂
か
ら
﹁
宝
満
川
流
域
﹂
に
変

わ
り
、
終
末
処
理
場
も
小
郡
市
の
﹁
宝

満
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
﹂
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
基
山
町
負
担
の
建
設
費
や

負
担
金
が
１
０
１
億
１
４
０
０
万
円
か

ら
46
億
６
１
０
０
万
円
︵
約
55
億
円
の

減
額
︶
、
ま
た
基
山
町
下
水
道
計
画
区

域
︵
５
５
６
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶
か
ら

65
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
浄
化
槽
処
理
区

域
と
な
っ
た
こ
と
で
約
20
億
円
の
費
用

軽
減
に
繋
が
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
の
現
状
は
ど
う
で
す

か
。

Ａ

ポ
ン
プ
場
な
ど
の
大
規
模
な
事
業

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
一
般
会
計
か

ら
の
補
助
金
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
赤
字
補
填
で
あ
る
基
準
外

繰
入
金
は
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

Ｑ

今
後
の
課
題
と
対
策
は
何
で
す

か
。

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

基
山
町
下
水
道
事
業
の
現
状
と
対
策
は

Ａ

企
業
へ
の
接
続
促
進
を
行
っ
て
い
く

田植えはいつまで見れる？

ポンプ場建設予定地
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Ａ

電
話
回
線
を
利
用
し
な
い
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
人

感
セ
ン
サ
ー
な
ど
も
含
め
検
討
し
ま

す
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
安
全
・
安
心
を
守

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
機
材
は
適
切
に
維
持
管
理

さ
れ
、
今
後
も
区
か
ら
の
設
置
要
望
を

受
け
付
け
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

家
族
と
の
同
居
が
減
り
、
自
宅
で
の

孤
独
死
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
町
の
現
状
、
孤
独
死
防
止
・
早

期
発
見
の
た
め
の
対
策
を
質
問
し
ま

す
。

Ｑ

本
町
の
高
齢
者
の
孤
独
死
の
現
状

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

令
和
５
年
度
は
６
件
で
す
。

Ｑ

孤
独
死
防
止
・
早
期
発
見
に
効
果

が
あ
っ
た
施
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

見
守
り
が
必
要
な
家
庭
に
設
置

し
、
ボ
タ
ン
で
転
倒
な
ど
の
異
変
を
伝

え
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
弁
当
を
手

渡
し
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
孤
独
死
防

止
・
早
期
発
見
の
事
例
が
複
数
あ
り
ま

す
。

Ｑ

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
機
器
は
古

い
た
め
、
最
新
の
ボ
タ
ン
で
知
ら
せ
る

だ
け
で
な
く
人
感
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
利

用
し
た
機
器
を
導
入
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ｑ

高
齢
者
の
孤
独
死
対
策
の
充
実
を

Ａ

新
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

こ
ど
も
・
子
育
て
世
代
へ
細
や
か
な

支
援

Ｑ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
目
的
。

Ａ

子
育
て
困
難
世
帯
の
児
童
へ
支
援

強
化
や
要
保
護
児
童
へ
の
包
括
的
か
つ

計
画
的
な
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ

こ
ど
も
計
画
策
定
の
経
過
は
。

Ａ

令
和
５
年
４
月
こ
ど
も
基
本
法
の

施
行
に
よ
り
﹁
こ
ど
も
計
画
﹂
策
定
が

定
め
ら
れ
、
す
で
に
子
ど
も
生
活
実
態

調
査
を
行
い
、
子
育
て
の
現
状
や
悩
み
、

必
要
な
施
策
等
を
意
見
収
集
し
ま
し

た
。
本
町
の
実
情
に
沿
っ
た
子
育
て
施

策
や
目
標
等
を
設
定
し
ま
す
。

Ｑ

初
め
て
町
教
育
プ
ラ
ン
に
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
掲
載
さ
れ
た
が
対
策

は
。

Ａ

い
じ
め
、
虐
待
、
※
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
早
期
発
見
や
情
報
共
有
、
教
職

員
へ
の
研
修
を
し
ま
す
。

※
大
人
が
担
う
べ
き
家
事
や
家
族
の
世

話
を
子
ど
も
が
日
常
的
に
行
う

Ｑ

基
山
総
合
公
園
の
大
型
複
合
遊
具

改
修
に
※

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
。

Ａ

車
い
す
の
人
が
利
用
で
き
る
滑
り

台
等
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
の
導

入
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
誰
も
が
使
え
る
遊
具

Ｑ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
を

Ａ

こ
ど
も
計
画
策
定
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

現在の緊急通報システム機器

｢こども家庭センター」設置
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議長交際費執行状況表（令和６年度４月∼６月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

御祝 5,000 ４／12 大興善寺契園つつじ開園式

御祝 4,373 ４／13 SAGAグローバルリサーチセンター落成御祝

御祝 4,373 ５／27 基山モール商店街協同組合第43回通常総会

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

3 13,746 3 13,746

令和６年 第３回基山町議会

９月３日（火）∼９月20日（金)

一般質問 ９月４日（水）∼９月６日（金)

中学生議会お知らせ

９月28日（土) ９：30∼定例会 会期予定

所管事務調査

総務文教常任委員会（令和６年４月23日）
地方創生臨時交付金事業の、事業内容や事業の成果について調査を行いました。

厚生産業常任委員会（令和６年４月25日）
町営住宅について概要説明を受け、現地調査を行いました。

視察受入
６月は２町議会から視察を受け、それぞれの
テーマで活発な意見交換が行われました。

熊本県　御船町議会
み ふねまち ちょう

愛媛県　砥部町議会
と べ

「議会報告及び子ども議会について」

6/24 6/25

「議会運営・議会改革について」
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スポーツクラブ紹介

﹁
私
の
頭
狙
っ
て
く
だ
さ
い
ね
﹂

一
眼
レ
フ
を
手
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
臨
ん
だ
表
紙
の
写
真
撮
影
。

レ
ン
ズ
越
し
の
被
写
体
ば
か
り
見
て
い

て
、
対
戦
相
手
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ぶ
つ
か

り
転
倒
す
る
場
面
も
。

望
遠
レ
ン
ズ
を
持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ

た
こ
と
を
後
悔
し
つ
つ
、
素
人
な
り
に
何

と
か
撮
影
を
終
え
ま
し
た
。

映
像
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
も
良
い
で
す

が
、
写
真
で
切
り
取
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
一

瞬
に
は
迫
力
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
、
と
実
感
。

次
は
ど
ん
な
一
瞬
と
出
会
え
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

︵
工
藤
︶

編

集

後

記

2007年に設立し17年目を迎えています。平均年齢は75歳で最高齢は

87歳、19人のメンバーで週２回ラージボール卓球を楽しんでいます。

個々人の健康増進・技術の向上を目指して、みんな仲良く活動していま

す。町や近隣の大会に年４回出場していますが、卓球以外でもレクレー

ションで温泉に行ったり、楽しみながら元気に交流しています。

健康づくりのために一緒に楽しく練習しませんか。

レモンの会 会長 岡
おか

秀
しゅう

三
さぶ

ラージボール卓球 レモンの会


